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研究要旨　

血液製剤による HIV/HCV 重複感染者における
線維化マーカーとしての Mac-2 binding protein

（M2BPGi）測定の意義
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血液製剤による HIV/HCV 重複感染者における線維化マーカーとしての M2BPGi の測定
意義を検討した。M2BPGi は HIV/HCV 重複感染症例において種々の肝機能マーカーと
優位な相関を示した。一方、発癌との相関については明らかでなかった。また SVR 前後
の経過を確認できる 5 例において、M2BPGi は他の線維化指標と異なり SVR 後に全例
で低下していた SVR 後の肝線維化の検出マーカーとしての M2BPGi は HIV/HCV 重複
感染者における有用である可能性が示唆された。
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A. 研究目的

血液製剤による HIV/HCV 重複感染者における線
維化マーカーとしての M2BPGi の測定意義を検討し
た。また M2BPGi の HCV SVR 後の肝線維化評価の
可能性も検討した。 

 

B．研究方法 

検討１：重複感染者 31 例を対象とし、M2BPGi を
測定し、一般肝機能（AST/ALT/T.bil）、合成能（PT/
Alb）、IV 型コラーゲン、ヒアルロン酸、血小板数、
静脈瘤の有無、脾腫の有無、肝予備能検査（ICG 停
滞率、アシアロ肝シンチ LHL15 分値）、腫瘍マーカー

（AFP、PIVKA-II）との相関を検討 HCV 単独感染者
との相違を Propensity score matching 法で比較した。 
検討2：重複感染者 24 名で SVR 12 名、non-SVR12
名で M2BPGi を測定し、経時的変化、各種線維化マー

カーとの関連を検討した。 
 

C．研究結果 

検討１：M2BPGi は HIV/HCV 重複感染症例におい
て種々の肝機能マーカーと有意な相関を示した。ま
た ICGR15、アシアロシンチ LHL15 との有意な相関
も確認できた。 

一方 AFP とは有意な相関を認めるものの、HCC
発癌との相関については明らかでなかった。HIV/
HCV 重 複 感 染 24 例、HCV 単 独 感 染 24 例 で の
propensity score matching による検討では、同一背景
例で線維化の有意上昇を検出できた。 
検討 2：M2BPGi は SVR 症 例 に お い て 低 値（1.0 
COI 前後）で推移し、経時的な上昇は認められな
かった SVR 前後の経過を確認できる 5 例において、
M2BPGi は他の線維化指標と異なり SVR 後に全例
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で低下していた SVR 後の低下レベルで将来的なイ
ベント（発癌・肝不全等）を予測できるかどうかに
ついては現時点では症例数から判断困難であった。 

 

D．考　察 

検討 1：M2BPGi は HIV/HCV 重複感染症例におい
て低侵襲、廉価な線維化検出法である可能性が示唆
された。 
検討 2：M2BPGi は他の線維化指標と異なり SVR
前後で大きく変化するが、将来的な肝疾患関連イベ
ント（発癌・肝不全等）発生の予測については今後
の検討が必要 

M2BPGi は保険適応でもあり、今後の肝検診での
簡便性も評価すべき。 

 

E．結　論 

M2BPGi は HIV/HCV 重複感染者における肝線維
化マーカーとして有用である。SVR 後の肝線維化の
検出マーカーとしての M2BPGi の意義は今後の検討
が必要である。 
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